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はじめに

「やっぱり、AAfNだなぁ」

そう切り出したのは、社内の.NET

関連部署に配属されたN君です。

今まで小さな.NETの案件をいくつ

かこなしてきた彼は勉強家でもあ

ります。

ある日彼は、Microsoftのサイト

内で「Application Architecture for

.NET」（以下AAfN）に関するドキ

ュメントを見つけました。AAfNは、

大きなシステムを開発するときに

採用するとよいといわれている3層

構造をとったアーキテクチャの

.NET版です。そのドキュメントに

書かれた内容を見ると、それまで

彼がなんとなく悩んでいたさまざま

な問題を解決してくれるように思

えました［注1］。

N君はさらに具体的な知識を求

めるために、上司のDさんの所へ質

問に行きました。Dさんは言います。

「確かにAAfNは、うまく利用できれ

ばアプリケーションの品質や生産性、

そして保守性に貢献できる考え方だ

ね。でも、AAfNのような多層構造の

アーキテクチャを実際のアプリケーシ

ョンで使うのは、意外と難しいものな

んだよ。でも、いい機会だ。勉強のつ

もりでAAfNを下敷きとした.NETシ

ステムをひとつ構築してみてはどうか

な？」

この連載で、N君と一緒にAAfN

に基づいたアプリケーションを構築

する方法をひとつひとつ学んでい

きましょう！
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AAfNとは

◆AAfNの概略

まずは、AAfNの全体像を示します（図1）。

ここでアーキテクチャが大きく3つに分割されている

ことに気づかれたと思います。“プレゼンテーションレイ

ヤー”“ビジネスレイヤー”、そして“データレイヤー”

です。各レイヤー（＝層）は概念的なグループだとここ

では理解してください（それぞれのレイヤーに含まれる

コンポーネントは今のところ気にしなくても大丈夫で

す）。これらのレイヤーの中に、クラスやフォームなどの

オブジェクトが分類されます。このように、複数のレイ

ヤーを組み合わせてひとつのシステムとして作成するア

ーキテクチャは、「階層アーキテクチャ」と呼ばれます。

AAfNの場合には3つのレイヤーがあるので3階層アーキ

テクチャとなります。

それでは、各レイヤーの役割について見ていきましょ

う。

プレゼンテーションレイヤー

プレゼンテーションレイヤーには、主にユーザーイン

ターフェイスに関する処理を行なうオブジェクトが分類

されます。.NET FrameworkではWebフォームやWin

dowsフォームなどが代表的なオブジェクトです。また、

ビジネス系アプリケーションで必ずといってよいほど利

用される帳票もプレゼンテーションレイヤーに含まれま

す。もちろん普通のクラスであっても役割としてユーザ

ーインターフェイスに関する処理を行なうものであれば、

このレイヤーに含めます。

プレゼンテーションレイヤーで用意されるオブジェク

トでは、画面のレイアウト、画面遷移、表示書式など、

画面制御に関する機能のみ実装します。業務そのものの

ルールに関しては、次に出てくるビジネスレイヤーで用

意するオブジェクトに処理を任せます。

ビジネスレイヤー

ビジネスレイヤーには、主にビジネスロジックを記述

するオブジェクトが分類されます。ビジネスロジックに

プロジェクトを作成する
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図1：AAfNの全体構成




